
「標準的なバス情報フォーマット」の概要等について

経路検索の現状

【中小バス事業者が対象から外れている要因】
①時刻表等の情報が電子データ化されていない場合も多く、データ化作業が必要。
②情報の受渡しをするためのフォーマットが定まっていないため、データの作成に多大
な手間が発生。
③大手と比較し検索される頻度が少ないため、経路検索事業者によるデータ収集
が進みにくい。

【経路検索の現状】
○インターネット等の経路検索は広く利用されているが、鉄道や大手バス事業者は
ほとんどが検索対象となっている一方、中小バス事業者は対象から外れている
ケースが多いのが実情。

【情報フォーマット整備による効果】
○中小バス事業者等と経路検索事業者等との情報の受渡しが効率化されることで、
経路検索におけるバス情報の充実が期待される。

「標準的なバス情報フォーマット」の整備により、経路検索に資する情報の受渡しを効率化
【「標準的なバス情報フォーマット」の概要】
○データ形式は、他のシステムで活用しやすいCSV形式。
○データ項目は、停留所の位置や通過時刻表等一般路線バスの基本的な案内に
必要な項目。
○北米や欧州で広く普及するフォーマットと互換性を確保。
○事業者や自治体が「標準的なバス情報フォーマット」を利用するための「解説書」
をあわせて作成。

路線バスの経路等を調べる際の情報取得先（平成28年12月内閣府世論調査）

バス事業者の経路検索対応状況（平成28年4月公共交通政策部調べ）

別添

「標準的なバス情報フォーマット」による情報提供のイメージ
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